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鳥取　袋川をはぐくむ会

ドブ川から市民に親しまれる川へ

鳥取城の外堀だった袋川

「うさぎ追いしかの山　小ぶな釣りしかの川」。有名

な唱歌「ふるさと」の一節です。鳥取市出身の作曲家

岡野貞一（1878―1941）が、この曲を作曲する際に思

い浮かべたのが、故郷の袋川と言われています。現在

は都市河川化していますが、もともとは自然豊かな川で

した。袋川は鳥取、兵庫県境の扇ノ山を源に延長24キ

ロの1級河川で、鳥取県の県庁所在地、鳥取市の中心市

街地を流れ、鳥取県東部の最大河川、千代川に海の真

直で合流しています。室町時代までの鳥取市は、低湿

地に覆われており、袋川は城山・久松山の山麓近くを蛇

行して流れていました。16世紀半ばに鳥取城が本格的

に築かれると、袋川は城の重要な防御ラインとなりまし

た。川の形が袋状に流れることから「袋川」と名付けら

れたようです。　　　　　　　

江戸時代になり、姫路より池田光政が鳥取城に入る

と、袋川には9つの惣門（そうもん）が設けられ、鳥取

城の総構えとされました。池田光政は鳥取城および鳥

取城下の大改造を行い、袋川より内側を鳥取城下とし

ました。内側の土手は外側より約1メート利高く、洪水

時には水は外側に流れ出る仕組みとなっていました。

袋川の土手には竹が植えられ、有事の際には城下に迫

る外敵の視線を遮り、敵の攻撃を防ぐ役割を持ってい

たのです。内側には侍屋敷が建てられました。鉄を扱う

職人でも刀鍛冶は川内の鍛冶町に、鋳物を扱う鋳物師

は川外の鋳物師町に住まわされました。藩政時代は鳥

取城の外堀として使われたのです。

桜が植えられ「桜土手」が誕生

明治になって川土手の竹藪は苅り払われ、日露戦争

の勝利や大正天皇の御大典を記念して桜が植えらまし

た。これにより袋川の堤防を「桜土手」と称するように

なり、市民の憩いの場となったのです。また明治以降は

鳥取市内にも紡績工場が建てられ、燃料となる石炭や

材木を運ぶ運搬船が川を行き来するようになり、行楽

のための屋形船や市民の足としてのポンポン蒸気船な

ども見られたりするようになりました。また明治期まで

は市民の生活用水を賄う美しく清らかな川でもあった

のです。子供たちが水遊びや釣りを楽しむ暮らしに密

着した川でした。

洪水の常襲地

鳥取のことわざで『弁当忘れても笠忘れるな』と言

われるほど、鳥取は雨の多い土地柄でです。鳥取市は、

江戸時代からたびたび、袋川の増水による洪水に見舞

われました。文明開化後の明治・大正になってからも、

甚大な被害をもたらされました。こうした洪水による被

害にかんがみ、1919年（大正8）1月に鳥取治水会が結

成され、これが1921年（大正10）には『千代川改修期

成同盟』に発展します。そして1934年（昭和9）に袋川

の鳥取市大杙地点より千代橋付近までに新しい川が

掘削されて通水しました。これが新袋川です。この分水

によって、鳥取市が大きな洪水に遭うことはほとんどな

くなり市民は大喜びしました。従来の袋川は内務省令

により旧袋川と称されるようになりました。
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水量減少などで水質が悪化

藩政時代から明治にかけては、市民の生活用水とし

て、地域住民による自主的な清掃などにより、水質は清

浄を保たれていました。住民が、コイやフナ、ウナギ、

テナガエビ、シジミなどをとって生活の糧としていたこ

とが言い伝えられています。しかし、新袋川の開通によ

る流量の減少、両岸のコンクリート化、さらに第2次大

戦後は高度経済成長に伴い工業廃液や生活排水の垂

れ流しやごみの不法投棄などにより、水質は次第に悪

化の一途をたどっていったのです。

河川敷は次第にゴミ捨て場に変わっていきました。

川は悪臭を放ち生き物もいなくなりました。都市河川特

有のドブ川となってしまい、水底には得体の知れないゴ

ミやヘドロが溜まり悪臭を放つようになりました。河川

敷には古自転車、ペットポトル、空き缶などさまざまな

廃棄物が堆積、雑草が生い茂っていました。両岸を行

きかう通行人は川から目をそらすように歩いていまし

た。魚など生き物もほとんどいません。行政もやっと事

態を認識し昭和50年代からヘドロの浚渫や護岸工事

を開始、さらに公共下水道設置と進んでいったのです。

しかしいったん都市河川化した袋川は一向にきれいに

はなりませんでした。

市民が立ち上がる

袋川の環境悪化を嘆いた沿岸住民たちはこれではダ

メだと立ち上がり、洋服店の粟嶋道和店主（現・会長）

などの呼びかけで袋川の現状を考えようと平成7年11

月、シンポジュウム「袋川 in 2001　人間と自然との

共生」を鳥取市民会館で開きました。その結果、住民

団体を結成し官民に呼びかけて袋川を浄化していこ

う、という方向が出てきました。翌年の平成8年6月に

は流域の商店街、町内会、青年団体、さらに個人も参加

して「袋川をはぐくむ会」（20団体・個人）を結成、清掃

活動を開始しました。資金は加入者の持ち寄りです。し

かし水底深くにあるヘドロは住民の手には負えませ

ん。はぐくむ会では鳥取県、鳥取市、国土交通省鳥取河

川国道事務所も巻き込み、官によるヘドロの除去を展

開。会の提言を受け、県は水質浄化に効果のある流路

の蛇行化を図り川岸に木くいを打って石を詰め、左岸と

右岸で互い違いになるよう出っぱりをつくっていきまし

た。川岸の出っぱりは川幅に変化をつけ、蛇行させるこ

とで流れの緩やかなところをつくり、魚がすみやすい

自然の川の姿に近づける効果が出ました。石を積んだ

出っぱりには草も生え始め少しずつですが、「ふるさと」

に歌われた川の風景が戻りつつあります。さらには桜

土堤の遊歩道化を次 と々実現していきました。

魚、昆虫、亀、鳥が帰ってくる

官民共同で行われた運動はハードの面を官が担当、

ソフトの面を住民が受け持つことにより次第に効果を

発揮、大杙分水点での水門操作による水量調節で水量

も確保され、多くの生物が帰って来るようになりまし

た。運動を始めたころにはほとんど絶滅状態だった河

川の生き物が次々復活したのです。現在ではコイ、フナ、

テナガエビなど36種類もの魚、昆虫、亀類が生息する

ようになりました。また鳥類もカモ、ハト、ツバメなども

飛来するようになり、豊かな生物層を示しています。
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水質、大幅に改善

また運動の高まりの中で上流部の工場排水規制、公

共下水道化が進捗。袋川・浜坂橋でのBOD（生物化学

的酸素要求量）は平成15年には4.0mg/Lだったのが

平成24年には1.5mg/Lに下がりほぼ清浄な流れにな

りました。　水の透明度が高まり誰が見ても水質が向

上しているが分かります。水鳥が飛来し、川にコイが泳

いでいるのを見て河川敷にゴミを捨てる人がほとんど

いなくなりました。袋川の右岸の土手にはソメイヨシノ

が約230本植えられ、春は花見でにぎわいますが、ゴミ

はほとんど持ち帰られており、市民の環境への意識が

向上しているようです。昨年はコスモスを河川敷に植え

ましたが、花を採る人はほとんどなく市民のマナーは

着実に高まっているといえるでしょう。美しいところにゴ

ミを捨てる人はいません。美しさを保つことが美しさを

継続させることになるのだと感じています。沿川の企業

も協力を始めました。袋川の土手にある看板には「トイ

レは○○ホテルのトイレを使って下さい」と書いてあり

ます。川に公衆トイレがあっては土手が見苦しくなる、

と近くのホテルが協力しているのです。川を大切にしよ

うとの機運が市民の間から出始めたのです。そして堤

防に花を植えるなど美化活動にも参加する人々が現れ

始めました。

ボート、カヌー遊びも

この向上した環境下で清掃、水質保全、美化だけに

とどまらず、袋川を市民や観光客にも親しんでもらおう

と子供たちによるボート、カヌー遊び、端午の節句には

70匹ものコイ掲揚、桜土手を歩こう会実施、上流探索、

水源地視察、桜土手写真コンテストと同展示会なども

実施するようになりました。市民が袋川に親しむように

なるとゴミなどの不法投棄はみるみる減り、好循環が

続いています。これについて鳥取市都市整備部の大島

英司部長は「他の地域で類例を見ない素晴らしい活動

で、市内の川を市民の方がこれまで愛していただいて

いることを誇りに思います」と話しています。

元の「袋川」に

ところで昭和9年、洪水対策で鳥取市大杙より千代

川まで「新袋川」を開削、市街地を流れる部分は「旧袋

川」と名称が変更になりましたことを先に記しました。

しかし市民の間では「旧袋川」は定着せず、「袋川」と

呼び習わされていました。はぐくむ会では「旧がつくの

は心情的になじまない。もとの袋川に返して」と全市挙

げての署名運動を展開、官報告示で名称変更を実現、

藩政時代と同じ元の「袋川」となったのです。これには

鳥取県、鳥取市そしてそれぞれの議会も協力、全国で

は釧路川に次ぐ2番目の河川名称変更となりました。
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小学校に出前授業

はぐくむ会ではこの素晴らしい袋川を子孫に残そう

と平成23年より袋川に隣接する鳥取市日進小学校、遷

喬小学校、醇風小学校で出前授業を行い、袋川の自然

観察会を開くなど次世代へのバトンタッチも模索して

います。また同遷喬小学校の3年生児童は運動にこた

えて「袋川の歌」を作詞作曲、軽やかなリズムで大人た

ちに川の保護を訴えています。

親しまれる川、憩いの川へ

「袋川をはぐくむ会」では水質の浄化、河川敷のゴミ

対策は一通り完了した、として袋川を市民に親しまれる

川、憩いの場となるよう運動の方向を変化させよとして

います。また運動を担う人たちが高齢化してくるのに伴

い、若い人たちへのバトンタッチを模索しています。粟

嶋道和会長は「袋川は立派に再生しました。今後は青

年が中心となる運動に発展させ、川そのものを市民が

楽しめる場所としたい」と話ています。
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